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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】
　受信機において、受信後すぐに再生される番組データに、前記番組データに対応する付
加データを、多重して放送する放送装置であって、
　一の番組データと、当該一の番組データに対応する一の付加データと、当該一の番組デ
ータの放送時間帯と、前記放送時間帯の直前に放送される他の番組データとを入手する入
手手段と、
　前記放送時間帯の開始時点より所定の時間だけ前である特定時点から当該開始時点まで
、前記入手手段により入手された一の付加データを、前記入手手段により入手された他の
番組データに繰り返し多重し、当該放送時間帯の間、前記入手手段により入手された一の
付加データを、前記入手手段により入手された一の番組データに繰り返し多重して多重デ
ータを生成する多重化手段と、
　前記多重化手段により生成された多重データを放送する放送手段と
　を備えることを特徴とする放送装置。
　　【請求項２】
　前記入手手段は、さらに、
　前記他の番組データに対応する他の付加データを入手し、
　前記多重化手段は、
　前記他の付加データを、前記特定時点まで前記他の番組データに繰り返し多重すること
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　を特徴とする請求項１に記載の放送装置。
　　【請求項３】
　前記入手手段は、さらに、
　前記他の番組データに対応する他の付加データを入手し、
　前記多重化手段は、
　前記他の付加データを、前記開始時点まで前記他の番組データに繰り返し多重すること
　を特徴とする請求項１に記載の放送装置。
　　【請求項４】
　前記放送装置は、さらに、
　前記開始時点以前において前記一の付加データをキャッシュするように前記受信機に対
して指示するキャッシュ指示命令を放送するキャッシュ指示命令放送手段と、
　前記開始時点以後において前記キャッシュ指示命令により前記一の付加データがキャッ
シュされている場合にはキャッシュされている一の付加データを利用するように、前記受
信機に対して指示する利用指示命令を放送する利用指示命令放送手段と
　を備えることを特徴とする請求項１に記載の放送装置。
　　【請求項５】
　前記入手手段は、さらに、
　前記他の番組データに対応する他の付加データを入手し、
　前記放送装置は、さらに、
　前記一の番組データより前に放送時間帯が規定されている他の番組データの放送時間が
、予め定めた基準時間よりも長いか否かを判定する判定手段を備え、
　前記多重化手段は、
　前記判定手段により前記他の番組データの放送時間が長いと判定された場合には、前記
特定時点まで当該他の番組データに対応する他の付加データを当該他の番組データに繰り
返し多重し、前記特定時点から前記開始時点までにおいて、前記一の付加データを当該他
の番組データに繰り返し多重し、前記開始時点から前記終了時点までにおいて、前記一の
付加データを前記一の番組データに繰り返し多重し、
　前記判定手段により前記他の番組データの放送時間が長くないと判定された場合には、
前記開始時点まで前記他の付加データを当該他の番組データに繰り返し多重し、前記特定
時点から前記開始時点までにおいて、前記他の付加データと前記一の付加データとを当該
他の番組データに繰り返し多重し、前記開始時点から前記終了時点までにおいて、前記一
の付加データを前記一の番組データに繰り返し多重すること
　を特徴とする請求項１に記載の放送装置。
　　【請求項６】
　前記入手手段は、さらに、
　前記他の番組データに対応する他の付加データと、当該他の番組データの放送時間とを
入手し、
　前記放送装置は、さらに、
　前記他の番組データの放送時間が、予め定めた基準時間よりも長いか否かを判定する判
定手段を備え、
　前記多重化手段は、
　前記特定時点まで、前記他の付加データを、所定の帯域幅に割り当てて前記他の番組デ
ータに繰り返し多重し、
　前記判定手段により前記他の番組データの放送時間が長いと判定された場合には、前記
特定時点から前記開始時点までにおいて、前記一の付加データを、前記所定の帯域幅に割
り当てて当該他の番組データに繰り返し多重し、前記開始時点から前記終了時点までにお
いて、前記一の付加データを前記一の番組データに繰り返し多重し、
　前記判定手段により前記他の番組データの放送時間が長くないと判定された場合には、
前記特定時点から前記開始時点までにおいて、前記他の付加データと前記一の付加データ
とを、これらの合計に前記所定の帯域幅を割り当てて当該他の番組データに繰り返し多重
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し、前記開始時点から前記終了時点までにおいて、前記一の付加データを前記一の番組デ
ータに繰り返し多重すること
　を特徴とする請求項１に記載の放送装置。
　　【請求項７】
　前記入手手段は、さらに、
　前記他の番組データに対応する他の付加データと、当該他の番組データの放送時間とを
入手し、
　前記放送装置は、さらに、
　前記他の番組データの放送時間が、予め定めた基準時間よりも長いか否かを判定する判
定手段と、
　前記多重化手段は、
　前記特定時点まで、前記他の番組データに対応する他の付加データを、所定の帯域幅に
割り当てて当該他の番組データに繰り返し多重し、
　前記判定手段により前記他の番組データの放送時間が長いと判定された場合には、前記
特定時点から前記開始時点までにおいて、前記一の付加データを、前記所定の帯域幅に割
り当てて当該他の番組データに繰り返し多重し、前記開始時点から前記終了時点までにお
いて、前記一の付加データを前記一の番組データに繰り返し多重し、
　前記判定手段により前記他の番組データの放送時間が長くないと判定された場合には、
前記特定時点から前記開始時点までにおいて、前記他の付加データと前記一の付加データ
とを、当該他の付加データに割り当てる帯域幅が前記所定の帯域幅のままになるように、
当該一の付加データに割り当てる帯域幅の分だけ全体の帯域幅を増やして、当該他の番組
データに繰り返し多重し、前記開始時点から前記終了時点までにおいて、前記一の付加デ
ータを前記一の番組データに繰り返し多重すること
　を特徴とする請求項１に記載の放送装置。
　　【請求項８】
　前記入手手段は、さらに、
　前記他の番組データに対応する他の付加データとを入手し、
　前記他の付加データは、前記他の番組データの放送時間中に更新されるものであり、
　前記放送装置は、さらに、
　前記他の付加データが最後に更新されてから前記開始時点までの時間が、予め定めた基
準時間よりも長いか否かを判定する判定手段を備え、
　前記多重化手段は、
　前記判定手段により長いと判定された場合には、前記特定時点まで前記他の付加データ
を前記他の番組データに繰り返し多重し、前記特定時点から前記開始時点までにおいて、
前記一の付加データを当該他の番組データに繰り返し多重し、前記開始時点から前記終了
時点までにおいて、前記一の付加データを前記一の番組データに繰り返し多重し、
　前記判定手段により長くないと判定された場合には、前記開始時点まで前記他の付加デ
ータを前記他の番組データに繰り返し多重し、前記特定時点から前記開始時点までにおい
て、前記他の付加データと前記一の付加データとを当該他の番組データに繰り返し多重し
、前記開始時点から前記終了時点までにおいて、前記一の付加データを前記一の番組デー
タに繰り返し多重すること
　を特徴とする請求項１に記載の放送装置。
　　【請求項９】
　前記入手手段は、さらに、
　前記他の番組データに対応する他の付加データを入手し、
　前記他の付加データは、前記他の番組データの放送時間中に更新されるものであり、
　前記放送装置は、さらに、
　前記他の付加データが最後に更新されてから前記開始時点までの時間が、予め定めた基
準時間よりも長いか否かを判定する判定手段を備え、
　前記多重化手段は、
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　前記特定時点まで、前記他の番組データに対応する他の付加データを、所定の帯域幅に
割り当てて当該他の番組データに繰り返し多重し、
　前記判定手段により長いと判定された場合には、前記特定時点から前記開始時点までに
おいて、前記一の付加データを、前記所定の帯域幅に割り当てて前記他の番組データに繰
り返し多重し、前記開始時点から前記終了時点までにおいて、前記一の付加データを前記
一の番組データに繰り返し多重し、
　前記判定手段により長くないと判定された場合には、前記特定時点から前記開始時点ま
でにおいて、前記他の付加データと前記一の付加データとを、これらの合計に前記所定の
帯域幅を割り当てて前記他の番組データに繰り返し多重し、前記開始時点から前記終了時
点までにおいて、前記一の付加データを前記一の番組データに繰り返し多重すること
　を特徴とする請求項１に記載の放送装置。
　　【請求項１０】
　前記入手手段は、さらに、
　前記他の番組データに対応する他の付加データを入手し、
　前記他の付加データは、前記他の番組データの放送時間中に更新されるものであり、
　前記放送装置は、さらに、
　前記他の付加データが最後に更新されてから前記開始時点までの時間が、予め定めた基
準時間よりも長いか否かを判定する判定手段を備え、
　前記多重化手段は、
　前記特定時点まで、前記他の番組データに対応する他の付加データを、所定の帯域幅に
割り当てて当該他の番組データに繰り返し多重し、
　前記判定手段により長いと判定された場合には、前記特定時点から前記開始時点までに
おいて、前記一の付加データを、前記所定の帯域幅に割り当てて前記他の番組データに繰
り返し多重し、前記開始時点から前記終了時点までにおいて、前記一の付加データを前記
一の番組データに繰り返し多重し、
　前記判定手段により長くないと判定された場合には、前記特定時点から前記開始時点ま
でにおいて、前記他の付加データと前記一の付加データとを、当該他の付加データに割り
当てる帯域幅が前記所定の帯域幅のままになるように、当該一の付加データに割り当てる
帯域幅の分だけ全体の帯域幅を増やして、前記他の番組データに繰り返し多重し、前記開
始時点から前記終了時点までにおいて、前記一の付加データを前記一の番組データに繰り
返し多重すること
　を特徴とする請求項１に記載の放送装置。
　　【請求項１１】
　前記入手手段は、さらに、
　前記他の番組データに対応する他の付加データを入手し、
　前記放送装置は、さらに、
　前記一の番組データの放送時間が、予め定めた基準時間よりも短いか否かを判定する判
定手段を備え、
　前記多重化手段は、
　前記判定手段により前記一の番組データの放送時間が短いと判定された場合には、前記
特定時点まで前記一の番組データより前に放送時間帯が規定されている他の番組データに
対応する他の付加データを当該他の番組データに繰り返し多重し、前記特定時点から前記
開始時点までにおいて、前記一の付加データを当該他の番組データに繰り返し多重し、前
記開始時点から前記終了時点までにおいて、前記一の付加データを前記一の番組データに
繰り返し多重し、
　前記判定手段により前記一の番組データの放送時間が短くないと判定された場合には、
前記開始時点まで前記他の付加データを前記他の番組データに繰り返し多重し、前記開始
時点から前記終了時点までにおいて、前記一の付加データを前記一の番組データに繰り返
し多重すること
　を特徴とする請求項１に記載の放送装置。
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　　【請求項１２】
　前記入手手段は、さらに、
　前記他の番組データに対応する他の付加データを入手し、
　前記一の付加データは、前記一の番組データの放送時間中に更新されるものであり、
　前記放送装置は、さらに、
　前記開始時点から前記一の付加データが最初に更新されるまでの時間が、予め定めた基
準時間よりも短いか否かを判定する判定手段を備え、
　前記多重化手段は、
　前記判定手段により短いと判定された場合には、前記特定時点まで前記他の付加データ
を前記他の番組データに繰り返し多重し、前記特定時点から前記開始時点までにおいて、
前記一の付加データを前記他の番組データに繰り返し多重し、前記開始時点から前記終了
時点までにおいて、前記一の付加データを前記一の番組データに繰り返し多重し、
　前記判定手段により短くないと判定された場合には、前記開始時点まで前記他の付加デ
ータを前記他の番組データに繰り返し多重し、前記開始時点から前記終了時点までにおい
て、前記一の付加データを前記一の番組データに繰り返し多重すること
　を特徴とする請求項１に記載の放送装置。
　　【請求項１３】
　前記入手手段は、さらに、
　前記他の番組データに対応する他の付加データを入手し、
　前記一の付加データを、対応する番組データの放送時間帯の開始時点より前から先行し
て多重すべきであるか否かを示す判別情報が存在し、
　前記多重化手段は、
　前記判別情報により前記一の付加データを先行して多重すべきであると示される場合に
は、前記特定時点まで前記他の付加データを前記他の番組データに繰り返し多重し、前記
特定時点から前記開始時点までにおいて、前記一の付加データを当該他の番組データに繰
り返し多重し、前記開始時点から前記終了時点までにおいて、前記一の付加データを前記
一の番組データに繰り返し多重し、
　前記判別情報により前記一の付加データを先行して多重すべきでないと示される場合に
は、前記開始時点まで前記他の付加データを当該他の番組データに繰り返し多重し、前記
開始時点から前記終了時点までにおいて、前記一の付加データを前記一の番組データに繰
り返し多重すること
　を特徴とする請求項１に記載の放送装置。
　　【請求項１４】
　受信機において、受信後すぐに再生される番組データに、前記番組データに対応する付
加データを、多重して放送する放送装置であって、
　一の付加データと、当該一の付加データに対応する一の番組データと、当該一の番組デ
ータの放送時間帯と、当該一の番組データの放送時間と、前記放送時間帯の直前に放送さ
れる他の番組データと、当該他の番組データに対応する他の付加データと、当該他の番組
データの放送時間とを入手する入手手段と、
　前記一の番組データの放送時間と、前記他の番組データの放送時間とが、予め定めた基
準時間よりも短いか否かをそれぞれ判定する判定手段と、
　前記判定手段により、前記一の番組データの放送時間が短いと判定され、前記他の番組
データの放送時間が短くないと判定された第１の場合には、前記放送時間帯の開始時点よ
り所定の時間だけ前である特定時点まで、前記入手手段により入手された他の付加データ
を前記他の番組データに繰り返し多重し、前記特定時点から前記開始時点までにおいて、
前記入手手段により入手された一の付加データを当該他の番組データに繰り返し多重し、
前記開始時点から前記放送時間帯の終了時点までにおいて、当該一の付加データを前記一
の番組データに繰り返し多重し、
　前記判定手段により、前記一の番組データの放送時間が短いと判定され、前記他の番組
データの放送時間が短いと判定された第２の場合には、前記特定時点から前記開始時点ま
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でにおいて、前記入手手段により入手された他の付加データと一の付加データとを当該他
の番組データに繰り返し多重し、前記開始時点から前記終了時点までにおいて、当該一の
付加データを前記一の番組データに繰り返し多重し、
　前記判定手段により、前記一の番組データの放送時間が短くないと判定された第３の場
合には、前記他の番組データの放送時間が短いか否かとは関係なく、前記開始時点まで、
前記入手手段により入手された他の付加データを当該他の番組データに繰り返し多重し、
前記開始時点から前記終了時点までにおいて、前記入手手段により入手された一の付加デ
ータを前記一の番組データに繰り返し多重して、多重データを生成する多重化手段と、
　前記多重化手段により生成された多重データを放送する放送手段と
　を備えることを特徴とする放送装置。
　　【請求項１５】
　前記多重化手段は、
　前記特定時点まで、前記他の番組データに対応する他の付加データを、所定の帯域幅に
割り当てて当該他の番組データに繰り返し多重し、
　前記第１の場合には、前記特定時点から前記開始時点までにおいて、前記一の付加デー
タを、前記所定の帯域幅に割り当てて前記他の番組データに繰り返し多重し、
　前記第２の場合には、前記特定時点から前記開始時点までにおいて、前記他の付加デー
タと前記一の付加データとを、これらの合計に前記所定の帯域幅を割り当てて前記他の番
組データに繰り返し多重すること
　を特徴とする請求項１４に記載の放送装置。
　　【請求項１６】
　前記多重化手段は、
　前記特定時点まで、前記他の番組データに対応する他の付加データを、所定の帯域幅に
割り当てて当該他の番組データに繰り返し多重し、
　前記第１の場合には、前記特定時点から前記開始時点までにおいて、前記一の付加デー
タを、前記所定の帯域幅に割り当てて前記他の番組データに繰り返し多重し、
　前記第２の場合には、前記特定時点から前記開始時点までにおいて、前記他の付加デー
タと前記一の付加データとを、当該他の付加データに割り当てる帯域幅が前記所定の帯域
幅のままになるように、当該一の付加データに割り当てる帯域幅の分だけ全体の帯域幅を
増やして、前記他の番組データに繰り返し多重すること
　を特徴とする請求項１４に記載の放送装置。
　　【請求項１７】
　受信機において、受信後すぐに再生される番組データに、前記番組データに対応する付
加データを、多重して放送する放送装置であって、
　一の付加データと、当該一の付加データに対応する一の番組データと、当該一の番組デ
ータの放送時間帯と、前記放送時間帯の直前に放送される他の番組データと、当該他の番
組データに対応する他の付加データとを入手する入手手段と、
　前記一の付加データの多重を、前記放送時間帯の開始時点より所定の時間だけ前である
特定時点から開始するか当該開始時点から開始するかの判定を、外部から受付ける受付手
段と、
　前記受付手段により、前記特定時点から開始するとの判断を受付けた第１の場合には、
当該特定時点まで、前記入手手段により入手された他の付加データを前記他の番組データ
に繰り返し多重し、当該特定時点から前記開始時点までにおいて、前記入手手段により入
手された一の付加データを前記開始時点までにおいて、当該他の番組データに繰り返し多
重し、前記開始時点から前記放送時間帯の終了時点までにおいて、当該一の付加データを
前記一の番組データに繰り返し多重して多重データを生成し、
　前記受付手段により、前記開始時点から開始するとの判断を受付けた第２の場合には、
当該開始時点まで、前記入手手段により入手された他の付加データを前記他の番組データ
に繰り返し多重し、当該特定時点から前記開始時点までにおいて、前記入手手段により入
手された一の付加データを当該他の番組データに繰り返し多重し、前記開始時点から前記
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終了時点までにおいて、当該一の付加データを前記一の番組データに繰り返し多重して多
重データを生成する多重化手段と、
　前記多重化手段により生成された多重データを放送する放送手段と
　を備えることを特徴とする放送装置。
　　【請求項１８】
　前記多重化手段は、
　前記特定時点まで、前記他の番組データに対応する他の付加データを、所定の帯域幅に
割り当てて当該他の番組データに繰り返し多重し、
　前記第１の場合には、前記特定時点から前記開始時点までにおいて、前記一の付加デー
タを、前記所定の帯域幅に割り当てて前記他の番組データに繰り返し多重すること
　を特徴とする請求項１７に記載の放送装置。
　　【請求項１９】
　受信機において、受信後すぐに再生される番組データに、前記番組データに対応する付
加データを、多重して放送する放送装置であって、
　一の付加データと、当該一の付加データに対応する一の番組データと、当該一の番組デ
ータの放送時間帯と、前記放送時間帯の直前に放送される他の番組データと、当該他の番
組データに対応する他の付加データとを入手する入手手段と、
　前記他の付加データを、前記放送時間帯の開始時点まで多重するか否かの判定を、外部
から受付ける受付手段と、
　前記受付手段により、前記開始時点まで多重しないとの判断を受付けた第１の場合には
、当該開始時点より所定の時間だけ前である特定時点まで、前記入手手段により入手され
た他の付加データを前記他の番組データに繰り返し多重し、当該特定時点から前記開始時
点までにおいて、前記入手手段により入手された一の付加データを当該他の番組データに
繰り返し多重し、前記開始時点から前記放送時間帯の終了時点までにおいて、当該一の付
加データを前記一の番組データに繰り返し多重して多重データを生成し、
　前記受付手段により、前記開始時点まで多重するとの判断を受付けた第２の場合には、
当該特定時点から前記開始時点までにおいて、前記入手手段により入手された他の付加デ
ータと一の付加データとを当該他の番組データに繰り返し多重し、前記開始時点から前記
終了時点までにおいて、当該一の付加データを前記一の番組データに繰り返し多重して多
重データを生成する多重化手段と、
　前記多重化手段により生成された多重データを放送する放送手段と
　を備えることを特徴とする放送装置。
　　【請求項２０】
　前記多重化手段は、
　前記特定時点まで、前記他の番組データに対応する他の付加データを、所定の帯域幅に
割り当てて当該他の番組データに繰り返し多重し、
　前記第１の場合には、前記特定時点から前記開始時点までにおいて、前記一の付加デー
タを、前記所定の帯域幅に割り当てて前記他の番組データに繰り返し多重し、
　前記第２の場合には、前記特定時点から前記開始時点までにおいて、前記他の付加デー
タと前記一の付加データとを、これらの合計に前記所定の帯域幅を割り当てて前記他の番
組データに繰り返し多重すること
　を特徴とする請求項１９に記載の放送装置。
　　【請求項２１】
　前記多重化手段は、
　前記特定時点まで、前記他の番組データに対応する他の付加データを、所定の帯域幅に
割り当てて当該他の番組データに繰り返し多重し、
　前記第１の場合には、前記特定時点から前記開始時点までにおいて、前記一の付加デー
タを、前記所定の帯域幅に割り当てて前記他の番組データに繰り返し多重し、
　前記第２の場合には、前記特定時点から前記開始時点までにおいて、前記他の付加デー
タと前記一の付加データとを、当該他の付加データに割り当てる帯域幅が前記所定の帯域
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幅のままになるように、当該一の付加データに割り当てる帯域幅の分だけ全体の帯域幅を
増やして、前記他の番組データに繰り返し多重すること
　を特徴とする請求項１９に記載の放送装置。
　　【請求項２２】
　前記受付手段は、さらに、
　前記特定時点が、開始時点よりもどけだけ前であるかを示す所定の時間を、外部から受
付けること
　を特徴とする請求項１７～請求項２１の何れか１項に記載の放送装置。
　　【請求項２３】
　受信機において、受信後すぐに再生される番組データに、前記番組データに対応する付
加データを、多重して放送する放送方法であって、
　一の番組データと、当該一の番組データに対応する一の付加データと、当該一の番組デ
ータの放送時間帯と、前記放送時間帯の直前に放送される他の番組データとを入手する入
手ステップと、
　前記放送時間帯の開始時点より所定の時間だけ前である特定時点から当該開始時点まで
、前記入手ステップにより入手された一の付加データを、前記入手ステップにより入手さ
れた他の番組データに繰り返し多重し、当該放送時間帯の間、前記入手ステップにより入
手された一の付加データを、前記入手ステップにより入手された一の番組データに繰り返
し多重して多重データを生成する多重化ステップと、
　前記多重化ステップにより生成された多重データを放送する放送ステップと
　を備えることを特徴とする放送方法。
　　【請求項２４】
　受信機において、受信後すぐに再生される番組データに、前記番組データに対応する付
加データを、多重して放送する放送方法であって、
　一の付加データと、当該一の付加データに対応する一の番組データと、当該一の番組デ
ータの放送時間帯と、当該一の番組データの放送時間と、前記放送時間帯の直前に放送さ
れる他の番組データと、当該他の番組データに対応する他の付加データと、当該他の番組
データの放送時間とを入手する入手ステップと、
　前記一の番組データの放送時間と、前記他の番組データの放送時間とが、予め定めた基
準時間よりも短いか否かをそれぞれ判定する判定ステップと、
　前記判定ステップにより、前記一の番組データの放送時間が短いと判定され、前記他の
番組データの放送時間が短くないと判定された第１の場合には、前記放送時間帯の開始時
点より所定の時間だけ前である特定時点まで、前記入手ステップにより入手された他の付
加データを前記他の番組データに繰り返し多重し、前記特定時点から前記開始時点までに
おいて、前記入手ステップにより入手された一の付加データを当該他の番組データに繰り
返し多重し、前記開始時点から前記放送時間帯の終了時点までにおいて、当該一の付加デ
ータを前記一の番組データに繰り返し多重し、
　前記判定ステップにより、前記一の番組データの放送時間が短いと判定され、前記他の
番組データの放送時間が短いと判定された第２の場合には、前記特定時点から前記開始時
点までにおいて、前記入手ステップにより入手された他の付加データと一の付加データと
を当該他の番組データに繰り返し多重し、前記開始時点から前記終了時点までにおいて、
当該一の付加データを前記一の番組データに繰り返し多重し、
　前記判定ステップにより、前記一の番組データの放送時間が短くないと判定された第３
の場合には、前記他の番組データの放送時間が短いか否かとは関係なく、前記開始時点ま
で、前記入手ステップにより入手された他の付加データを当該他の番組データに繰り返し
多重し、前記開始時点から前記終了時点までにおいて、前記入手ステップにより入手され
た一の付加データを前記一の番組データに繰り返し多重して、多重データを生成する多重
化ステップと、
　前記多重化ステップにより生成された多重データを放送する放送ステップと
　を備えることを特徴とする放送方法。
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　　【請求項２５】
　受信機において、受信後すぐに再生される番組データに、前記番組データに対応する付
加データを、多重して放送する放送プログラムであって、
　コンピュータに、
　一の番組データと、当該一の番組データに対応する一の付加データと、当該一の番組デ
ータの放送時間帯と、前記放送時間帯の直前に放送される他の番組データとを入手する入
手ステップと、
　前記放送時間帯の開始時点より所定の時間だけ前である特定時点から当該開始時点まで
、前記入手ステップにより入手された一の付加データを、前記入手ステップにより入手さ
れた他の番組データに繰り返し多重し、当該放送時間帯の間、前記入手ステップにより入
手された一の付加データを、前記入手ステップにより入手された一の番組データに繰り返
し多重して多重データを生成する多重化ステップと、
　前記多重化ステップにより生成された多重データを放送する放送ステップと
　を実行させることを特徴とする放送プログラム。
　　【請求項２６】
　受信機において、受信後すぐに再生される番組データに、前記番組データに対応する付
加データを、多重して放送する放送プログラムであって、
　コンピュータに、
　一の付加データと、当該一の付加データに対応する一の番組データと、当該一の番組デ
ータの放送時間帯と、当該一の番組データの放送時間と、前記放送時間帯の直前に放送さ
れる他の番組データと、当該他の番組データに対応する他の付加データと、当該他の番組
データの放送時間とを入手する入手ステップと、
　前記一の番組データの放送時間と、前記他の番組データの放送時間とが、予め定めた基
準時間よりも短いか否かをそれぞれ判定する判定ステップと、
　前記判定ステップにより、前記一の番組データの放送時間が短いと判定され、前記他の
番組データの放送時間が短くないと判定された第１の場合には、前記放送時間帯の開始時
点より所定の時間だけ前である特定時点まで、前記入手ステップにより入手された他の付
加データを前記他の番組データに繰り返し多重し、前記特定時点から前記開始時点までに
おいて、前記入手ステップにより入手された一の付加データを当該他の番組データに繰り
返し多重し、前記開始時点から前記放送時間帯の終了時点までにおいて、当該一の付加デ
ータを前記一の番組データに繰り返し多重し、
　前記判定ステップにより、前記一の番組データの放送時間が短いと判定され、前記他の
番組データの放送時間が短いと判定された第２の場合には、前記特定時点から前記開始時
点までにおいて、前記入手ステップにより入手された他の付加データと一の付加データと
を当該他の番組データに繰り返し多重し、前記開始時点から前記終了時点までにおいて、
当該一の付加データを前記一の番組データに繰り返し多重し、
　前記判定ステップにより、前記一の番組データの放送時間が短くないと判定された第３
の場合には、前記他の番組データの放送時間が短いか否かとは関係なく、前記開始時点ま
で、前記入手ステップにより入手された他の付加データを当該他の番組データに繰り返し
多重し、前記開始時点から前記終了時点までにおいて、前記入手ステップにより入手され
た一の付加データを前記一の番組データに繰り返し多重して、多重データを生成する多重
化ステップと、
　前記多重化ステップにより生成された多重データを放送する放送ステップと
　を実行させることを特徴とする放送プログラム。


	header
	written-amendment

